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（７） 千歳科学技術大学訪問調査

2001年11月28日 15：45～18：00

千歳科学技術大学企画総務課長 小林 俊晴 氏

同 企画総務課主事 松崎 正信 氏

訪問者 相川・相澤・姉崎・上田・大嶋・金澤・後藤

佐藤・白取・孫・滝ヶ平・谷・布上・光本

小林 この大学の企画総務課長を務めております、

小林と申します。

私どもの大学、まだ開学して 4 年目ということ

で、正直なところ、まだ名前が北海道的にも全国

的にもまだ売れていない。ただ、教育の内容とし

て、光に特化した大学、単科大学ということで、光

の活用といいますか、そういったことで、非常にユ

ニークな教育活動をやっている大学だと、いうふう

に認識をしております。

これも後ほど縷々お話しをさせていただきます

が、実はこの大学、“公設民営”ということで、学校

法人千歳科学技術大学ということで、私立の大学

ですけれども、設立自体は、千歳市が 4 分の 3 ぐ

らいの費用を、もっとですかね、 5 分の 4 くらいの

費用を出しまして設立しております。ですから、質

問事項の中にあります、市と大学との関係、非常

に密接な関係がございます。このように話をして

おります私自体も、実は市からの派遣職員でござ

います。そういったことで、市の職員が派遣されて

いるくらい、ある意味で公立大学に近い、そんな

風な状況でもあります。ただ、公立大学という認可

をもらっていませんので、あくまでも私立大学とし

ての内容でお話しさせていただきますが、そんな

設立の経緯から、非常に千歳市、もしくは市民、も

しくは北海道、これは道庁のレベルですけども、そ

ういった意味で関係の深いつながりを持ちなが

ら、現在までやってきております。そういったことも

踏まえてお話を聞いていただければ、と思ってお

ります。

今日、私と一緒に隣りに来ていますのが、同じ

ように市の方から派遣をされております企画総務

課の松崎といいます。私立の大学を建てる場合に

は、通常一般的には、初めて大学をつくる場合に

は準備財団なるものをつくって、それで準備財団

が文部科学省の方に大学設置の認可申請をし

て、初めて学校法人として認可を受けるというのが

流れでありまして、松崎はここの準備財団から携

わっておりまして、うちの大学のエキスパートで

す。私がお答えできない事があれば、松崎がその

分、お答えできると思います。そんなわけで何なり

と質問いただければと思います。

河川資源と交通の要所としての発展

小林 まず、私ども千歳市の街づくり的な部分をちょ

っとお話をしておきたいと思います。私ども千歳市

は、明治 13 年、今から 120 年ほど前になるかと思

いますが、戸長（こちょう）役場が置かれまして、千

歳村という村が発足をしております。

もともと千歳市というのは、城下町だとか宿場町

とか、そういった町からではありませんで、どちらか

というと発展をしだしたのは、皆さんご存じのように

千歳川インディアン水車があります道立の鮭の孵

化場が、明治 21 年に、支笏湖に行く途中に、烏

柵舞という地域がございますけれども、そこに設置

されまして、そこで働く人が非常に多くなってきま

した。それで、そのずっと下流、千歳の町の中で

すけれども、町の中に、明治 30 年に、今まで支

笏湖の方にありましたインディアン水車孵化場と

いうものを、この町の方に移動させまして、鮭を捕

獲して、その捕獲したものを、逆にその烏柵舞と

いうところに持っていって、鮭を孵化して稚魚にし

て放流する事業をやりはじめたんです。そんなこと

で、千歳の町が発展しだした一つの礎が、そうい

った鮭の孵化事業にございます。

その後やはり札幌、北海道のやっぱり中心都市

であります札幌に近いという事がありまして、いち

早く札幌－室蘭を結ぶ鉄道が敷かれました。今の

千歳線と室蘭本線ですけれども、そういったこと

で、交通の要所として、その後、発展するようにな

ってまいりました。この鉄道が敷かれたのは大正

15 年でございます。今から、 80 、 90 年近くになり

（７） 千歳科学技術大学
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ますかね。そんなことで、鉄道も敷かれるようにな

った。それから千歳川を下って石狩川まで出てい

く船による交易、そういったものがこの千歳川にご

ざいました。

実は、道内で遺跡の分布が一番多いのは札幌

だそうですけれども、その次に分布図を作成し

て、一番多く遺跡が出てきているのが、実は千歳

のようです。ですから、先住民と言われております

アイヌの人方、その前の縄文人なり続縄文人とい

う人方が、わりに、この千歳川、豊平川にかなりい

らっしゃったんだと思うんですけれども、そんなこと

で、この、千歳川を利用した交易以外に、先ほど

言った鉄道が敷かれて、そういった意味で交通の

要所になりつつありました。もう一つ、千歳の大き

な発展の礎となりましたものは千歳の飛行場なん

ですけれども、この千歳の飛行場は、昭和 14 年

に、当時の海軍の航空隊が、道内に何カ所か候

補地があった中で、千歳に海軍の航空隊をつくり

たいということで設置が決定いたしまして、現在に

至っております。もともとは海軍航空隊、札幌の、

今の丘珠ではないんですが、毎日新聞社があっ

たあたりに、実は海軍航空隊が行くような話があっ

たみたいなんですけども、冬の雪が多いというこ

と、いろいろな気象条件から千歳が、当時の日本

海軍の航空隊の基地に指定をされて、現在の千

歳空港に育ってきている。

新産都市指定から道央テクノポリスへ

小林 そのようなことで、まさに水路、鉄道、それから

航空という風なことで、千歳が交通の要所として栄

えてきたわけですけれども、通過交通の町ではや

はり駄目だというふうなことから、昭和 39 年に新

産業都市建設促進法という国の政策で、各地域

が平等に発展していこうということで、工業の基盤

整備をするための法律が公布・施行されまして、

千歳市も昭和 39 年にその、新産業都市建設促

進法の指定を受けて、市が独自で市営工業団地

をつくりました。いま企業が張りついていますの

は、第 1 、第 2 工業団地、第 3 工業団地、臨空

工業団地と、工業団地がたくさんありますけれど

も、特に最初につくった工業団地等ということで、

皆さんご存じの、例えば松下電器、サントリー、そ

れからトッパン印刷、そういった企業が、千歳の、

新産都市の指定を受けた工業団地に来ていただ

きまして、ある意味では通過交通の町であったも

のが少しずつ、 1 次産業から 2 次産業、 3 次産

業に変わりつつある、その礎となったのが昭和 39

年でございます。

千歳市の発展の一番のキーワードになってい

ますのは、やはり、北海道の空の玄関ということ

で、今は新千歳空港でありますけれども、昔は自

衛隊と民間が共用しておりました、千歳飛行場局

がございます。現在は年間 1800 万人の民間航空

の乗降客が新千歳ではあるようでございますけれ

ど、それだけ便数が多くなってきたということがあ

って、官民分離ということで、昭和 63 年に、今の

新千歳空港の滑走路ができあがりまして、自衛隊

と民間の飛行場が完全に分離をしました。

私どもの千歳市の街づくりという点で、質問の中

にもありますように、いわゆる道央テクノポリスなり、

千歳ホトニクスバレー・プロジェクト、こういったプロ

ジェクトを作成しはじめたのが、実は新千歳空港

ができあがる前後で、私ども、千歳市自体が、これ

は千歳市にとってどういったプロジェクトを立ち上

げて実施に移していったらいいだろうかということ

を、私も当時の担当者で千歳市におりまして、い

ろんな計画を立てさせていただいた中に、道央テ

クノポリス、それから、資料の最初のページの方に

北海道エアロポリス構想というのがあります。これ

は、千歳の元々、根っこになっている計画でして、

いわゆるエアロポリス、いわゆる空港を中心とした

いろんな周辺開発プロジェクトを計画をするため

の基本になっています。

このエアロポリス構想を基本にしながら新千歳

空港周辺の地域開発計画、さらには千歳・苫小牧

の地方拠点、都市地域の計画策定、道央テクノポ

リスの策定など、いろいろな計画・プロジェクトを立

ち上げてまいりました。その具体的な事業として、

千歳－札幌間のリニアモーターカーの実験・実用

線の建設ですとか、国際エアカーゴ基地の建設

だとか、いろいろなプロジェクトを起ち上げてきた

わけですけども、全国でいろいろな事業を奪い合

うというふうなことがありまして、リニアモーターカー

第２章 資料編

２－１ 大学調査のヒアリング記録
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については、これは実用・実験線は山梨の方に取

られました。そういうことで、千歳も札幌もリニアモ

ーターカーをここに通してほしいという運動を続け

ておりますけれども、なかなか実現に向かってい

ない。

この計画の中で一番進んでいますのは、この道

央テクノポリス、それから、千歳・苫小牧地方拠点

都市地域の、この 2 つの計画が、いま千歳で一

番順調に進んでいる計画でございます。それで、

この道央テクノポリスの関係で、これは道内に 2 カ

所、このテクノポリス法の指定を受けた地域があり

まして、一つは千歳、もう一つは函館でございま

す。それから、地方拠点の関係も全国で地方拠

点、ある程度人口で言いますと 30 ～ 40 万人くら

いの人口圏域を考慮して、地方拠点の計画をつく

っているわけですけれども、千歳もこの地方拠点

の地域指定を受けて、この地方拠点の中で、私ど

もの計画としてこの 2 つの計画の基本となってい

るのは、実はこの大学の周辺の美々プロジェクト

でございます。

千歳市がこの地域開発の中で常に思っており

ますのは、例えば苫小牧市の場合には、どちらか

というと紙の町、王子製紙、紙の町という、そういっ

たイメージが強い。それから、室蘭の場合には鉄

の町というイメージが強い。そういった意味で、あ

る意味で鉄なり紙なりが不況になったときにその

町全体が不況のどん底に入ってしまう。そういった

ことから、私ども千歳市の街づくりの基本は、どち

らかというと公害の少ない企業の誘致。それで、も

う一つはあまりある特定の業種に偏らない企業誘

致。ということで、千歳市の政策を進めてきました

結果、いま千歳市内には企業で 200 社くらいの

企業が実地操業しております。 IT 関連の企業も

ありますし、製造業だとか、サービス業だとか、い

ろんな多種多様な業種が千歳に進出をしていた

だいて、ある分野では、場合によっては不況にな

っても他の業種ではそういったものに打ち勝って

いく、ということで千歳がバランスのとれた街づくり

ができないだろうか、ということでそういった企業誘

致の進め方を現在までしてきております。

ちょうどあちらの方に見える建物は、あれは今

年の春に契約を致しましたセイコーエプソンの会

社でございまして、似たような企業が、この空港を

挟んだちょうど反対側の方に、臨空工業団地とい

う団地がありますが、その中で携帯電話で皆さん

ご存じの国際電気とういう企業が来てございます。

そういった意味で、こういった IT 関連の企業も十

数社来ておりますし、先ほど言ったアルコール製

造、キリンビールだとかも含めて、ともかく雑多な

企業が千歳に来ている。公害を出さないということ

で、企業ともそういった協定を結びながら企業立

地を進めてきてございます。

大学設立の経緯とコンセプト

小林 一番目の道央テクノポリスの建設、千歳ホトニク

スバレー・プロジェクトの関連施設の関係といった

部分に、いま若干触れたわけでございますけれど

も、そんな中で、 21 世紀に向かって千歳が新し

い産業の起爆剤となるものを何か手がけたい、そ

の中の一つとして先ほどのテクノポリスの指定だと

か、地方拠点の地域指定を、実は受けたわけで

すけれど、その中で、 21 世紀は何をキーワードに

準備を進めたらいいのだろうかということで、これ

は後ほど 2 番目と関連していきますが、実は当

初、私どもの大学が建っている所、ここはもともと

牛を飼っていたところでした。約 50 ヘクタールの

敷地にですね、搾乳をしながら仔牛を成牛に育て

るまでというのは、なかなか酪農家は大変でして、

ほとんどの道内の、本州でもそうですけれど、仔

牛はだいたい市町村がまず 1 回扱って、 2 年か

3 年して成牛にして乳が搾れるくらいになってきて

から農家にお返しをするといったやり方をとってい

ます。実は、ここはそういった地域でした。

空港のすぐ近くに、そういったあまり生産性の高

くないものをつくっていても、あまり意味がない、そ

れで、 21 世紀のキーワードは何なのか、というふ

うなことの中で、当初、私どもは東京のある工業大

学の方に声を掛けておりまして、是非、北海道

に、いわゆる工業・理工系の大学をということで、

いわゆる研究開発、そういったものができる大学と

千歳市が提携したいということから、そういう動きを

しておりましたけれども、皆さんもご承知のように、

今 18 歳人口が少なくなってきています。東京の
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大学もこちらの方に来て採算ベースに乗れるかど

うかという部分では厳しい評価をしてまして、最終

的には、私どもの方としては、そういった東京の大

学が出てきていただけないのであれば、自前で大

学をつくらざるを得ないのではないか。そこで最

初に声を掛けさせていただいたのが、実は慶應大

学でございました。

当時、慶應大学の、光関係の研究では全国の

第一人者でありました佐々木先生、という方に実

は相談を掛けましたところ、まさに今まで IT の関

係というのは NTT の母線を介して情報の相互交

通をしておりましたけれど、それでは当然間に合

わなくなってしまう。これからの時代光ファイバー

にとって代わる時代になってくる、光がこれからの

いろんな産業の起爆剤になってくるよ、ということ

を先生から私ども示唆を受けまして、「それじゃ

あ、佐々木先生、私どもの大学、実はここにそうい

った高等教育機関をつくりたいと思うのですがい

かがでしょうか」と。話の中で、「アメリカにあります

シリコンバレーになぞって、ホトニクスバレー、光を

中心とした研究教育機関、そういったものをここに

設置して、それを千歳市の起爆剤、もしくは北海

道の起爆剤にできないだろうか」ということで、この

大学を設立したという経緯があります。そんなこと

で、佐々木先生は POF 、プラスチック光ファイバ

ーの権威でありまして、その POF の研究も私ども

の大学の中では進めております。

佐々木先生がおっしゃっていましたのは、単に

情報、 IT の活用だけでなしに、皆さんもご存じの

ようにレーザーが発見されてもう数十年経つわけ

ですけれども、これが、例えば医療メスに活用され

ている、いわゆる医療の分野でも活用されてい

る。それから、光自体が、いわゆる熱源に代わっ

てきておりますし、ソーラーカーに見られるように、

自動車にも活用されている。ともかく光の活用範

囲というのが単に情報だけでなくて、これから環

境、バイオ、いろんな面で活用されていくというこ

とで、ここに大学を設立した一つのコンセプト、キ

ーワードになってございます。

財源問題

小林 次は、市議会、地域社会との関係についての

いろんな話をしなければなりませんが、私ども千

歳市みたいな人口が 9 万くらいの都市ではこうい

った大学、基本的に地方自治法という一定の枠の

中からいって設立できません。もしも設立するとし

たら、大体、例えば、千歳市、苫小牧市、恵庭市

みたいな自治体が連合を組んで 30 万くらいの人

口規模にして、公立大学、“公の立てる大学”とい

う形で認可申請するしか方法がない。実際、恵庭

にも道都大学がありますし、苫小牧の方には既に

高専がありますし、駒沢大学の立地なんかの話も

あって、なかなか、私どもの大学で連合を組もうと

いう所の話までなりません。

したがって、学校法人、私立の大学を設立する

ための機関として、千歳市に大学の設立準備財

団というのを設けて、この大学を建てる。その際

に、私ども市議会の方にご相談をさせていただき

ましたのは基本的には民間からの寄付でこの大

学の設立をします、ということでスタートしたわけで

ありますけれど、なかなかやっぱり、平成 6 年、 7

年バブルがはじけた以降の、そういった計画でご

ざいましたので、なかなか民間からの寄付が思う

ように集まりませんでした。

この大学、総額で約 98 億円かかっております。

それで、 98 億のうち、市の方から純粋に頂いた

お金が 15 億、これはいわゆる市民の税金として

頂いたお金が 15 億ございます。それから民間か

らの寄付が約 13 億ほどございます。

残りの 70 億というお金について、本当は一種

の公立ですから、市がこの設立のために注ぎ込め

ばよかったのですが、なかなかそういった一般財

源、税金を原資としたお金がなかったために、先

ほど言いました、空港の反対側にあります、泉沢と

いう地域、そこの土地自体、これはもともと区域と

しては 900 ヘクタールくらいの区域を職住接近形

の住宅団地と工業団地の造成をしたのですけれ

ども、もともと江別市が今から 40 年ほど前に土地

を持っていまして、 40 年ほど前といいますと、家

庭の燃料が石炭になる前の炭を家庭の燃料にし

ていた時代に、薪炭ということで、灌木を炭に変え

て、それを実は江別が販売していたのですけれ

ど、炭から石油なり石炭に燃料が代わってきてし
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まいましたので、そういった意味で炭の需要がなく

なった。それで、江別市が土地を売りたいというこ

とで、声を掛けましたところ、民間が買いたいとい

う話になったわけですけれども、民間に土地を売

ってしまいますとどういった開発をされるか分から

ないと、いうようなことがあって、千歳市が江別市

からその土地を買い戻したという土地がありまし

た。その土地を十数年ほど寝かしていたのですけ

れど、銀行から借金をして江別市から買った土

地、金利がどんどんかさんでいく、そういうようなこ

とでその土地を空港にも近いということで、職住接

近形の工業団地を造ろうということで、土地開発

公社が事業主体になりまして泉沢開発というのを

やりました。土地開発公社というのは、ある意味で

行政の分身みたいなものです。その分身がやっ

た事業ですから、その土地開発公社の土地の一

部を売却したものをこの大学の建設費に充てよう

ということで、 71 億ほど、土地を売却した益をここ

の大学の建設費に充てていただきました。

それで、総額、市の方から 15 億、それから土地

の売り払い処分で約 71 億、それから民間の寄付

金で約 13 億、総額で約 98 億をもって、この大学

を設立いたしました。実際に土地開発公社の土地

であっても、実際には買ったときのお金は市の税

金を投入して江別の土地を買っていましたから、

ある意味で税金が投入されているという大学なの

です。

そういった意味で、当時市議会では、先ほども

お話ししましたように、東京のある大学をここに誘

致をしたいということで進めていましたが、なかな

か思うようにいかず、千歳市が設立をしましょうと

言ったときに、やはり議会からは、そこまでお金を

投入して将来的に千歳の発展につながる開発に

なるのかどうか、というのでいろんな議論がござい

ました。最終的には、先ほど言ったテクノポリスの

指定も受けている、地方拠点都市地域の指定も

受けている、いろんなプロジェクト、北海道のプロ

ジェクトなんかも含めて、この空港、それから苫小

牧の港湾、苫東といった区域の開発は、国なり北

海道も含めて集中的にこの辺にそういった計画を

投入してくれてるという裏付けがありましたので、

最終的には議会も、渋々ですけれども、ここの設

立にあたって、そういったお金を投入してでも設

置をしようではないか、ということになったわけで

す。

そんなことで、ここの大学の設立のスタート自体

は、平成 6 年ぐらい。議会から最終的にここの大

学のゴーサインを頂いたのは平成 7 年の一年間

かかっていろんな議論をして、千歳市も金を出

す、泉沢の土地を処分したお金もここの設立の費

用に充てようという方針決定したのが平成 7 年。

平成 8 年の 9 月まで議会がいろんな議論をして

最終的に決定を頂いたのが、平成 8 年の 9 月で

ございます。それから、平成 10 年にこの大学を開

学するための準備をその段階から始めまして、平

成 10 年の 4 月にこの大学が設立をされた、という

状況になっています。

だいぶはしょった言い方をしていますが、疑問

点なり、何かご質問がありましたら後ほどお受けし

て、その中でお答えしたいと思います。

公設民営方式のメリットとデメリット

小林 それで、公設民営で、実際には私立の大学で

ございまして、大学のメリット、デメリット、正直なと

ころまだそのメリット、デメリットは分かりません。多

分、バックに千歳市があるという意味では、心強い

というメリットがあると思うんですけれど、やはり経

営自体は独立採算です。

今、ここの大学は 1 学部 2 学科、光科学部の 1

学部で、学科が物質光応用学科と、光応用システ

ム学科の 2 学科で、 1 学年が 240 名で収容定員

が 960 名で、 960 名から上がってくる授業料で経

営をやってる。ですから、人数が多ければもうちょ

っと大学としてはゆとりが出てくるのですけれども、

いかんせん 960 名程度の単科大学で、その大学

の学生の納付金だけでこの大学の経営をやって

いくのは、正直言ってきつい部分があります。特

に、先ほどもお話ししましたように、今 18 歳人口

がどんどん減ってきております。 2010 年近くにな

ってくると 18 歳人口が約 150 万人くらいになると

言われてます。そうすると、全国にある、これは短

大も含めてだと思いますが、約 960 くらいの大学

があるようですけれど、その大学の収容定員と、ち
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ょうど今の 18 歳人口がぴったり合う。そうすると、

今までは、大学が学生を選ぶことができましたけ

れど、今度は逆に大学が学生から選ばれるという

状況になる。ですから、うちの大学に魅力がなけ

れば学生は来ない。そうすると、学生の定員も減

ってくる、そうすると運営も厳しくなってくる、という

ふうな面もはらんでおります。生き延びていくため

にどういうふうに大学の魅力を出していくのか、と

いうあたりが私立大学の難しい、これからの課題

であろう、と思っております。

正直言って、こういった大学、全国であまり数多

くないようです。最初から公立で立ち上げたのは

釧路、それからはこだて未来の 2 つ。最初から公

立ということで周辺の市町村が協力して大学を設

立して、公立という形で立ち上げてますけども、う

ちの場合にはそういった方式が取れなくてです

ね、結果的に私立大学。似たような方式をとった

のが、全国に何校かあるようですけれど、一番参

考にさせていただいたのが、高知県にあります高

知工科大学だそうです。これは、後ほど詳しく、松

崎の方からお話しさせていただきますが、あそこ

は県が中心となりまして高知工科大学を設立し、

実際には学校法人として、私どもと全く同じ経営

の方式をとっています。正直言って、モデルにな

る大学がほぼ私どもと同じ時期に立ち上がってき

ているものですから、ある意味私どもが、これから

そういった形で起ち上がるモデルになっていくん

だろうと思うんです。

それと、公設民営大学のメリット、「公設」と「民

営」という“仕切り”の部分、ある意味では、これは

私ども、市の方から来ている人間だからと思うかも

しれませんけど、先ほど言いましたように、公で立

てた以上、潰すわけにはいかない、まず市のプラ

イドがあります。その代わり大学からしてみると、あ

まり行政の関与をしてほしくない。ある意味、私立

の大学の場合、やはり建学の精神をもって、ある

意味で、独自の教育サイドをつくっていきたい。そ

ういうふうな部分がありますんで、できるだけ、そう

いった国なり、自治体の関与をできるだけ排除し

ながらその大学の独自のスタイルで大学を発展さ

せていきたいと考えていますから、余りにも関与さ

れると大学の独自性がなくなっていく。ある意味で

役所的な大学になってしまう。

ですから、私どもこの大学に来て、実際にはもう

4 年も経つのですけれど、 4 年前に市の方から税

金を 15 億入れた、それから土地を売って約 71

億のお金を入れている、そういった意味でこの大

学自体が、ある意味で私立ではなく“千歳市立大

学”みたいな感覚を持っている議員さんなり市民

の方がかなりいらっしゃいます。あくまで、この大

学の経営は学生の納付金で賄っているという立

場から言うと、全くそういった意味では違うわけで

すけれど、ある意味で、行政の一部といった見方

がされているあたりがちょっと辛い部分です。そう

いった大学のサービスというものを市に提供せよ、

いうふうなことも言われていまして、財政的に基盤

がしっかりしていない大学としてはきつい面も今の

段階ではあります。

ただ、大学設立の時に市が大きく関わっていた

だいたという面で言うと、やはりその恩返しはきち

んとしなきゃならん、と思ってますので、例えば市

民公開講座を、実は今年の 1 月から 3 月まで実

施を 5 回シリーズでやらせていただきました。来

年の 1 月から 3 月まで 5 回シリーズでやっていこ

うと思ってまして、今のところは全く受講料などをと

る考えなしで、とりあえず、私どもの大学の研究と

いうものを市民に知っていただいて、千歳市との

つながり、市民とのとながり、行政とのつながりを

そんなふうな形で持っていこうと思っております。

それから、私ども、イントラネットの関係で、今、

千歳市に実はその整備をやっておりまして、その

整備の中心となったのが、実は私ども大学の先生

でございまして、千歳市の中にそのイントラネット

整備の関係の委員会を起ち上げたときに、その委

員会の座長になったのが私ども大学の先生という

ことで、そういった市の私どもと関わりのある分野

の委員会だとか審議会というものには、依頼があ

れば積極的に参加をしていく、そういったスタイル

もとっております。千歳市の都市計画審議会の委

員なんかにも、私どもの先生がなっておりまして、

あまり私どもの研究なり教育とは関わりがなくとも、

できるだけ、そういった形でこの大学の持っている

ノウハウを行政の中に活かすことができるのであ

れば、協力をしていきたいということで、そういった
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態勢を取っております。

経営に関する市の支援

小林 大学の財政の関係ですれけど、私どもの大学、

先ほどもお話しましたように、いっさい他からの資

金を入れてございません。そういった意味で、学

生からの納付金だけで賄っているというのが実態

でございまして、 960 人にうちの授業料が年間で

約 135 万程度ですから、掛けていただければ、年

間の私どもの収入がいくらかだいたい分かると思

います。毎年 240 人定員が、一学年入っていた

だければそれに、約 30 万くらいの入学金がプラ

スされていくということで、せいぜい入ってくるお金

はその程度しかありません。あと、入ってくる部分

というと、先生のいわゆる受託研究費だとか、国の

方の科研費、そういったものを収入としている。ち

ょうど今年完成年度を迎えましたので、今年の全

体的な収入額がこれからだいたい推移していく、

基本となる収入だと思うんですが、だいたい 25 億

くらいです。

その 25 億の中で、教員が 37 名だったでしょう

か、それから事務職員が 27 名。ただ 27 名といい

ましても、これは先ほど、市の方から私ども来てい

るとお話をさせていただきました。 27 名のうち、実

は 12 名この大学に派遣されております。 12 名の

給料は、すべて市の方にもっていただいておりま

す。という形をとらないと、ちょっと大学の方も経営

的に厳しい。大学のこの箱ものもいずれ何十年か

経ちますと手直しをしていかなくてはなりません。

それから、情報機器なんかも当然 4 年か 6 年くら

いでどんどん日進月歩で新しくなってきますん

で、新しいものに切り替えていかなければならな

い。先生が定年退職で新しい先生が来た場合に

は、先生の教育研究用の新しい機器をそろえなく

ちゃならん、そういった積み立てなんかのお金を

ある程度積んでいかなくちゃならん、ということで、

当面そういった積み立てなんかを留保しておきた

いということもあって、市の方から来ている 12 名の

派遣職員については全額、基本的に市の方で人

件費を見てもらっています。

大学がある程度卒業生を出して、社会では「こう

いった大学があるのか」と。それで、卒業生が大学

を社会に知らしめていただけるには、やはり 10

年、 20 年という月日がかかる。歴史のある大学は

いいんですけれど、私どものような大学は多分 20

年くらいかかるかと思うんです。その 20 年の間、

この大学を存続させていかなければなりませんか

ら、この派遣の、まあ 20 年までにはならんだろうと

思いますけど、ある程度の期間は市の職員の派

遣、協力は仰いでいかなくちゃならん。そういった

意味で、市の職員の派遣されている 12 名の人件

費を市の方から仰いでいると言っていいのかな、

というふうに思います。

産学連携

小林 私どもの産学連携につきましては、今、こちらの

大学に来る前に千歳市の科学技術振興課の方で

PWC のいろいろお話を聞いてきたかと思います

けれど、平成 9 年に、 PWC という組織をつくりま

して、今年の 6 月に、実は、 NPO 法人、非特定

営利法人の資格を取得いたしまして、今、実際に

活動をしております。ただ、まだ起ち上がったばか

りで、まだ私どもの方も、研究成果の方もちょっと

目に見えてないような部分なんかもあって、ちょっ

と動きとしては鈍い部分もありますけれど、こういっ

た受け皿を産学連携という形の中で、一応つくっ

て、これが今後発展をしていけば、もうちょっと大

学と民間のつながりが、より深くできてくるだろうと

思います。 PWC の人件費そのものは千歳市が持

っておりますので、当然、産学官が連携できる下

地は基本的にできているんではないか、というふう

に思っております。

それから、ベンチャー企業の関係ですけれど

も、これはどちらかというと私立大学の場合にはあ

んまり厳しくございませんで、既に東京なんかの

大学の場合には、もう大学の先生方がベンチャー

企業を起こされているわけですけれど、私どもの

大学にも既に先生が何人か、ベンチャー企業を

興されている先生がいらっしゃいます。私が聞い

ているのは 2 人ですけれども、多分表向きちょっ

と出てきてない先生方も何人かいらっしゃるかと思

います。公に新聞なんかに PR している先生方は
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2 人、いらっしゃいます。多分、先生方の持ってい

るノウハウ自体、特に理工系なんかの場合はいろ

んな特許なんかの絡みもあって、ある意味で、先

生方、産学連携なんかといいながらも、先生方の

研究成果、どちらかというと今まで、民間企業に吸

い取られていたという部分がちょっと強い面がある

かと思うんですね。そのために、先生方、そういっ

た、いわゆる特許を確保していくという意味では、

先生方は非常にベンチャービジネスの分につい

ては、積極的に今、とりくんでいる状況にあると思

います。たぶん、これからそういった部分で、先生

方、ここでの教育でもそうですけれど研究と更にビ

ジネスという部分とつなげていくのではないかとい

うふうには思っております。

あと、質問の中にインターンシップ・プログラムと

いうのがありましたけれど、私ども、このインターン

シップ、昨年からようやくとりくみ始めたということ

で、まだ、私どもの場合には民間の方に、受けて

いただくお話をさせていただいて、受けますよ、と

いうお話を頂いた段階でうちの学生にＰＲをして、

学生が実際そういった企業に体験に行くというや

り方をとっておりまして、まだ一つの形ができてお

りません。まだ、やっている最中ということでその辺

のご理解を頂きたいな、と思います。

皆さんの方にお配りをしました資料、これが千

歳市のだいたい今抱えておりますプロジェクトに

なっておりまして、この中の中心的な、先ほど言っ

た、地方都市拠点とテクノポリス、この 2 つの中心

的な役割がこの美々プロジェクトの中のホトニクス

プロジェクト。その中の中核施設がこの千歳科学

技術大学である、という位置づけになっておりま

す。

補足――慶大との関係、地域の世論など

松崎 大学のコンセプトと言われる部分なんですけれ

ど、じゃあ、どうして千歳市と慶應義塾大学がつな

がったのか、という糸口が見えないと思うのですけ

れども、千歳市には、先ほどの説明があった通り、

泉沢の方には工業団地というのがございまして、

そちらには、日立セミコンダクタという半導体をつく

る工場がございます。当初、うちの大学設立推進

本部の長がそこの日立の方とお会いしたときに、

大学をつくるキーワードはどうすればいいのだろう

か、と相談したところ、日立製作所の本社に大学

をつくった人物がいるよ、というお話で、じゃあ、一

度その人を訪ねて相談してみたらいいんじゃない

かな、というお話だったんです。日立さんの、その

本社の方にお会いして、実際にお話を聞いて伺う

と、実は僕の恩師にこういった大学をつくりたいと

思っている先生がいます、と。その方に立ち会っ

ていただいて仲介していただいたのが佐々木前

学長、という形になっております。そもそも日立か

ら慶應に結びついたのは、千歳に立地してある日

立のセミコンダクタが慶應で、慶應義塾大学との

関係ができ上がっていった。そういった意味で、

本学も 37 人いますが過半数は慶應大学のご出

身かと思います。 2 番目が東京大学さんで、 3 番

目が北海道大学さん、という形になっております。

それから、市議会と地域社会というところです

が、当然、議会で議決していただければ議会承

認ということですので地元の理解を得たことになる

んでしょうけれども、それでは足りないだろうという

ことで、市長さんの方針で、各地域別にですね、

住民の市民説明会を開設して、地域の住民の方

に 6 、 7 人集まっていただいて、こういった大学を

つくりたいと、で、こういう利点がある、というような

説明会を数十回もやっています。そういった形

で、地域の中の論議をしていただいて、最終的に

議会の方で議決をしていただいて大学をつくると

いった形になっております。

ただし、やはり反対とかですね、そういうのがな

いと言うと全くの嘘で、反対も確かにありましたし、

賛成も、大いにやりなさいと言う声もありましたしい

ろいろでしたね。賛成の方は、とにかくこの千歳市

に大学をつくるというのが昭和 40 年代からの切望

だったということをおっしゃっていました。是非とも

大学が欲しいということで、ずっと、昭和 40 年から

活動をしている事業です。

公設民営大学のモデル大学は、私の見てきた

限りでは高知工科大学さんが、県費の投入の規

模からいって一番で、重宝がられた理由だと思い

ます。他にも、新潟にあります新潟工科大学さん、

そこも公設民営、それから長岡にあります長岡造
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形大学さん、これも公設民営。新潟にあるのは、

あとまだ四つくらい、新潟経営情報大学だとか公

設民営でつくられております。新潟県は非常にそ

ういった形では、公設民営の大学設置が盛んで

す。それもなぜかというと、柏崎というところに新潟

工科大学があるんですが、原発があるんですね。

地域政策を図らなくてはいけないという政策的な

ものもあるとはお聞きしてますが、非常に立派な大

学を見せていただきました。

設置形態と大学経営

小林 今、だいたいお話ししましたが、ちょっと意義に

沿ったか疑問なんですが、皆さんの方からご質問

があれば、その中でもうちょっとお話をさせていた

だければと思います。

光本 どうもありがとうございました。先ほど、 PWC の

方でもこれまでの経緯ですとか若干お聞きしてき

たのですけれども、我々も専門外の事が多いもの

ですから、一度聞いただけでは腑に落ちないとこ

ろもあったのですけれども、お話しいただいてだ

いぶ分かってきたように思います。早速ですけれ

ども、質問がある方はどうぞご自由にしていただけ

ればと思うのですが。

姉崎 素朴にもう少しお聞きしたいのですが、公設民

営という形態は、従来の公営セクターに対しての

ある種の新しい展開ということで、 10 年単位、 20

年単位で、と今言われたのですが、これは、実態

をみてみると民営部分が日本の社会の中で充分

育っていない。高知工科大学も、なぜ高知県立大

学にしないのだろうかというところもありますので、

そういう意味で言いますと、自治体がある程度大

学に投資をして、それなりに長期間のスパンでみ

ていかないと大学というところがすぐに成果が出る

とはいえない部分があるんですが、そういうふうに

公設民営大学を進めていこうとすると、しかもこう

いう理工系、理系に特化した形だと、一定の予算

を必要とする。

そういう中で、実際上は納付金だけで運営して

いくということをやられているようですが、学生の授

業料の工面、とはいいながらかなり財政的には厳

しい厳しい問題を抱えてらっしゃるとおもうのです

けれども、そのあたりで釧路にしても、他にしても

複数自治体と連携してやってるのと、こういう 1 自

治体がやる場合との違いがありますよね。そして、

先ほど PWC でお聞きしたところ、学問の性格上、

やっぱり、千歳市だけに限定して展開しているの

で、他の所より統一的にというところもでてきたりす

るので、その辺のなんかジレンマみたいなものも、

多分お有りかと思うのですが、その辺をもうちょっ

とお聞きできたら、と思います。

松崎 先生からご指摘していただいたとおり、学生の

納付金だけの授業料、特に理工科系については

ですね、文部科学省には大学設置基準というもの

がございます。みなさまの北海道大学さんもそうで

すし、東京大学さんも、慶應大学さんも、その大学

設置基準に準じた大学づくりがされてございま

す。準じたというか、そこにしたがった、その基準

にしたがった大学づくりで認可を受ける形で、当

然、その基準はいろいろございまして、先生がご

指摘されたとおりに理工系の設置基準というもの

については、建物、面積、機械工具、備品、すべ

て文系の大学よりも高い形で設定されています。

当然、そこの部分を賄うためには、当然授業料も

高くなってしまう、というふうに一般に言われてい

ます。

私どもそういった事を考えていなかったのかとい

うと、そうではなく、本学の建学精神というのがで

すね、「人知還流・人格陶冶」という形になってお

りまして、これは、初代学長さんの、開学して半年

後にご不幸があって亡くなってしまわれたんです

けれども、肉声として、こういった考えでやりたいん

だ、研究成果をたくさん上げて、その成果をもって

授業料に転嫁していきたいと、安くしていきたい、

というのが初代学長先生の夢でした。実際にそう

いった研究もいろいろなプロジェクトをもお持ちに

なって下さいまして、本学についても、今いる先生

についても、かなり著名な先生がいらっしゃいます

ので、数億単位の国家プロジェクトがぼんぼんそ

の先生に下りてくると。受け皿が学校法人になっ

てしまうという形になって、今まできております。

そういった中で、やはり公立大学とどこが違うの

かというと、やはり税金が入るか入らないかというと

ころですので。ただ、現状としては独立行政法人
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化ということで国立大学も推移していくでしょうし、

私立の部分で一番大きなのは減価償却費といわ

れるものです。建物を維持する、それから機械器

具。一定の償却期間を過ぎた段階で次のものを

買えるだけの貯蓄をしていくという形なんです。こ

の費用を持つのが学校法人、いわゆる私立の辛

いところですね。教育は恒久的に続けなくてはな

らないので、機械も建物も常に恒久的になければ

ならないという考えから、そういったのが義務付け

られているのですけれども、そういった部分でちょ

っと、辛い部分もありますけれど、全く経営ができ

てないのかというと、そういう状況では正直ござい

ません。

本学については金融機関からの借入料はゼロ

です。現状で、負債は一切持っていませんので、

それだけでも、現状では健全経営と考えておりま

す。一部、はこだて未来さんとかっていうのはです

ね、地方分権法というのが平成 12 年に制定され

まして、その枠組みの中で、広域連合というのが

新しく、地方分権一括法の中で制定されたんです

ね。その地方分権一括法の中の適用を受けたも

のについては、いわゆる国から下りてくる交付税

は重点的に拠出しますよ、というような方針なんで

す。ですから、北海道ではなかなか進んでいな

い、話には全然聞こえてきてはいないんですけれ

ど、実は、関東の方では、関東を中心にして、何

々市と何々市が合併して基本合意するとか、それ

に向けて準備するといったところには、交付税が

ぼんと落ちているんです。それは、将来的には国

は交付税が圧縮できるだろう、という考えですね。

ただ、そういった大学は、当然減価償却費というも

のは、一切そういった会計基準にありませんの

で、基金的な形で積み立てている、そういった形

ではないかと思います。

姉崎 その負債ゼロというのは、先ほどもお聞きしたの

ですが、道内で財政支出で 2 番目とかそういう、

ある程度足腰が強い自治体で、成り立っていると

いうこともやはりあると。

松崎 それもあるんですが、実はもっとからくりは簡単

で、この認可申請書を文部科学省に出すんです

が、負債を抱えることはできませんと。新増設につ

いては負債は認められない原則、という形になっ

ていますんで、負債はゼロで健全経営をしていか

なくてはならない。と、いうのが決まりですね。

光本 それは設置認可時点での約束と。

松崎 はい、約束です。

姉崎 例えば、段々こうして、先ほどの市の出向の方

々が、人件費がかかっていますけれど、それがな

くなると結構厳しくなりますね。

松崎 そうですね。規定人数も 12 名来ておりますん

で、年齢構成も次長職から私のような係員まで幅

広く来ておりますんで、人件費総額としては相当

の金額になります。

小林 1 億を越えている金額ですね。この人件費とい

うのは、単に給料だけじゃないんです。年金から

健康保険から、そういったものを全部ひっくるめた

金額に。

光本 いわゆる“裏負担”ですね。

小林 はい、“裏負担”をひっくるめてです。

松崎 法定でいわゆる納めなくてはいけない法定福

利というものを含めています。

私立大学の展開、慶応義塾との交流

姉崎 あんまり立ち入った事をお聞きするのはなんな

んですけれど、早稲田なんかもそうですけれど、

九州とか、各地への展開を私学もやっていますけ

ど、慶應大学さんが、ある意味ではここに、北海道

何とか校というなものをつくるというふうな話にはな

らなかったというのは、慶應大学なりの戦略があっ

た上でのことですか。慶應大学とは公式の形では

ないけれど、実質的にはやや姉妹校的な側面も

あるのでは。

松崎 ないですね。慶應義塾大学さんを、昨年です

か、東北の方に東北公益大学だかというのをつく

られていましたけれど、あれは、本当に慶應義塾

大学の姉妹校という形になっています。ただ、本

学の学長自身が、そういった自分たちの学会なり

研究仲間をこちらに呼んでいただいた。ただ、本

学の理事長がその慶應大学の教授でもあり、医

学部の教授でもあり、兼常任理事をされていまし

たので、そういった関係で、学校法人自身も慶應

医学寄りですし、教学についても慶應指向。じゃ

あ、どういった交流をしているのかというと、いわゆ
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る教員間ですね、教員間の交流をしております。

例えば、本学の情報系の先生で、慶應義塾大

学の湘南藤沢校舎の学部長をされていた先生と

一緒に共同研究をしていらっしゃるというような形

もございますし、学科主任の先生もやられていると

いう形をとっています。そういった関係で、いろい

ろ教員間では交流があって、慶應の方から先生

が来て、こういった研究をしようとかいって、そうい

った、学術的な交流は慶應の方と盛んです。

学生の勉学・生活とキャンパス

姉崎 内容の方なんですが、新しいコンセプトでつく

られて、光科学でやられてきて、ある意味先端部

分ですよね。それでモデルケースは慶應にあると

しても、すべてがあるわけではないでしょうから、

やりながらつくっていくような部分もあるでしょうし、

先ほど聞いたら、ある意味新しい分野で、道内の

学生さんが一番多いとは思うけれども沖縄から来

たりとか、さっき聞いたら、大阪から熱心に入って

きた人とか、そういう研究や教育のフロンティアの

部分を行きたいという、意欲ある学生さんが育って

きたりして、いろんな教育のやり方や学生支援、こ

こに来ると、立地上も市街地から離れてますから、

大学にいるときはいいけれども、日常の生活上は

いろんな、下宿なんかしている場合の困難もあっ

たりと思うんですけど、そういう学生の研究や教育

を支援態勢をつくっていくときの、事務局側からの

ご苦労とか、こういった特色があるとかそういうのも

ちょっとお聞かせ下さい。

松崎 プロジェクトをつくるときに、私の聞いている範

囲で苦労されたというのは、ちょうど、教育の中身

でいうと、専門があってその下に教養があって、と

いうような垣根が昔はすごくはっきりしてたんです

けれど、現状はもうそういった時代じゃないだろう、

必要な領域をちゃんと確立しなさい、と言われて、

本学は 1 年生のうちから実験が入っているのがカ

リキュラム上の特徴なんです。ですから、大変教

育上はいいことなのか悪いことなのか分からない

のですが、 1 年生・ 2 年生のうちはほとんど週の

中で休む暇がない。実験が最初から入ってきてい

るので、昔であれば、 1 、 2 年は教養をしっかり学

びましょうという時間であったんですけれど、 1 年

生から実験になっているので、もう実践的なプログ

ラムになってるのが特色なんです。

あと、コンセプトというかプログラムをつくるときに

苦労したのが、土曜日を休みにするという部分

が、実は非常に苦労いたしました。やはり、 1 日 5

限あってその中で 124 単位、年間修得させなきゃ

ならないプログラムを週 5 日で 5 限の中で実施す

るところが、教務さんたちが大変苦労したところで

す。ただ、これは先生の考え方らしいんですが、

やるときはがっちりやって、他に社会の勉強をした

いときは、そうった時間を確保し、それに集中でき

るような頭の切り替えの素早さといいますか、土日

はやらない、その代わり、週日はびっちりやろうよ

というのが考え方だというふうに聞いています。こ

の辺、いま教務の方が非常に苦しんでいるみたい

ですね。今も苦しんでいる。学生さんにとってはど

うなのかというと、実際に聞いてみないと分からな

い。

光本 このキャンパスは 24 時間使えるのでしょうか。

松崎 キャンパスについては、当然、 24 時間入れる

形にはなっているのですが、本学、警備員という

のは一切置いてないんですね。 IC カードと言わ

れているものがありまして、全部機械警備になっ

ています。このカードが学生さんにも配られていま

して、学生さんは、例えば 4 年生になれば卒業研

究、 3 年生のうちからやっておられる学生さんもい

らっしゃいますけど、研究室に入らなければならな

いので、このカードをカードリーダに挿していただ

いて、学校に入ってくる、という形になっていま

す。非接触と接触があって、これは接触型の IC

カードの活用なんですけど。

姉崎 夜間遅くまでいるとバスなんかも動きませんよ

ね。そうすると、基本的には朝までいないといけま

せんね。車を持ってる人は別だけど。

松崎 車持ちが多いですね。

光本 学生はだいたいどの辺から来るのでしょうか。

千歳市内が多いのでしょうか。

松崎 卒業研究が入ってきているので、 4 年生は市

内に住んでいる率が高いというふうに聞いていま

すけども。全体でどれくらいでしょうかね。 400 くら

いでしょうか。
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小林 ただ、うちの大学収容定員で 960 なんですけ

れども、 12 年度にちょっと学生募集でちょっと減

になりまして、定数取れなくてですね、今、 930 な

んですよ。そのうちの約 9 割が道内の学生。残り

1 割が本州。先ほど言った、遠くは沖縄から来ら

れている学生もいるんですね。それで、 930 のう

ち、だいたい札幌周辺の学生が多くて、だいたい

は通学が半分、残り 400 くらいの学生が市内にア

パートを借りたりしている。

この大学のために、民間が動いてくれたので、

私ども積極に動かなかったのですけれど、この大

学で学生がある程度、千歳の町に来るということ

で民間が相当アパートを建設してくれまして、ワン

ルームとかやってくれましたんで、私どもはまった

くその部分では自前の宿舎も持ってませんし、す

べて民間にお任せでやったと。ただ、ご承知のよ

うに、ここは駅からだいぶ離れてます。

もともとここの開発をやるときにですね、この大

学の前の JR の所に駅もつくる計画があったんで

す。ところが、周辺に全然企業もない、せいぜい

利用するのはうちの大学くらいしかないと。そうす

ると、ここに駅をつくっても結局は採算ベースには

JR が合わないと。それで、ちょっと駅の設置その

ものについては断念してしまったと。ただ、いま JR

自体は、例えば自治体や民間が、サッポロビール

庭園駅みたいに、金を出せばどんどんつくると言

ってくださるんです。ただし、実際停まる本数は少

ない。だから、果たしてここでできたとしても、この

大学、やっぱり朝から晩までやってるわけですか

ら、必要な時間に学生が来れる時間で停まってく

れるか、という、ダイヤまではまったく対応できない

部分があります。そういった意味で言うと、今、南

千歳に、あそこちょうど空港に行く通り道になって

いますので、 1 日 200 便近く特急から停まりま

す。あそこからここまでシャトルバスを運行していま

す。

最初、民間のバス会社は定期路線でやってい

たんですけれど、時間帯が悪い、便数が少ないと

いうことでちょっと、学生に不便を掛けていました。

当時は、街からここまで 8 キロくらいなんですけれ

ど、自転車で雨の中、雪の中来てたんです。それ

ではちょっと学生に対して、逆に評判が悪くなっち

ゃう。

松崎 平成 12 年からですね。 12 年の春から。

小林 春から 1 日何便ですかね。

松崎 20 分おきにですね。

小林 20 分おきにバスを、大学が金を出してバス会

社と提携して、シャトルバスを運行しています。基

本的に、この大学を利用される人方は無料バスで

すんで、どなたでもこの大学まで利用できる。

光本 利用させてもらいました（笑）。ありがとうござい

ます。

小林 業者の方なんかも先生方の研究室、私どもの

大学ちょっと不便でしてね、ここの建物自体は講

義が主なんです。それで、研究実験は別なところ

にあるんです。ここから、 700 メートルくらい離れた

ところに、実は研究実験棟というのがありまして、こ

こで講義を受けて実験するとなれば、 7 ～ 800 メ

ートル歩いてそこまで行かなくちゃならないんです

ね。

松崎 これが大学の地図になりまして、皆様方がいら

っしゃるのはこちらの四角い建物。ここが、いま自

然公園がありまして、端っこに小さくですが湖がご

ざいます。自然公園ですので、当然、この大学に

ついてのいろいろな環境保護団体からいろいろ

お話を頂きました。壊さないように、ということで。

ただし、人の通る道だけはつくらせてくださいとい

うことで、人造の道ができています。教員の研究

室はこちらにございます。学生の実験室と、個人

毎にそれぞれ自分の研究室がございます。高学

年になるとほとんどの学生さんはこちらの方で研

究活動されると思います。

小林 千歳はご覧のように、札幌もそうですけれど、広

大な敷地の中にあまりごみごみした形の大学をつ

くるのではなくて、北海道的な、牧歌的なという部

分で 2 つの建物ができました。

光本 意図的にゆとりを持った空間をつくったんです

ね。

小林 大学の敷地自体は 27 ヘクタールあるんです。

2 分割されていますけれど。それで、大学のこちら

の方は主に工業系の敷地として、大学以外の敷

地の所は、主に工場をこちらの方に誘致しようと。

研究実験棟の方は主に研究施設ですから、土地

の面積自体はこっちの方に比べてどちらかという
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と小粒になっているんです。向こうの方はまだ、民

間の研究施設が来ておりませんけども、こういうふ

うにしてエプソンさんが来るようになってくると、関

連する研究所なんかが、設置を、できれば研究実

験棟の側にやっていただけないか、ということで話

はかけてあります。

松崎 ちょうどここが、市の方の土地開発公社の方で

販売している土地なんですね。ですから、ここの

制限は主に研究所を、ということなんですけど。ま

あ、そういうことばかりも言ってられないので、「主

に研究に関する」という形で、販売しております。

ですから、ちょうど何十メートルか離れたところにこ

うした研究ゾーンがある。

姉崎 先生方はどういうところに住んでいらっしゃるの

ですか。

松崎 札幌から来られている先生もいますし、千歳市

内から通われる先生もいます。駅周辺からが先生

方は多いですね。でも実際の母屋は東京に持っ

ている。

光本 単身赴任でいらっしゃいますね。

松崎 ええ。

姉崎 37 名のスタッフの、専任の先生方で、それぞれ

著名な先生方で、専門分野でおられるんでしょう

けれど、先ほどの共通科目は 4 人の先生で担当

されていらっしゃるので、そうしますと、いわゆる一

般教育部分は社会の部分は、非常勤の先生に来

ていただくという形なんですね。

松崎 はい、そうですね。北海道大学さん、それから

札幌圏では北海学園大学さんなどから来ていた

だいてます。

姉崎 それは、札幌に近いということが利点でもある。

松崎 そうですね、当然札幌から快速で 30 数分でご

ざいますので、そういった利点を活かした形をとっ

てますね。

職員の育成と人事

光本 ちょっと話は変わりますが、いずれは職員構成

もプロパー中心になっていくというお話でしたけ

ど、今のところ、課長級ですとか、あるいは主任く

らいの方っていらっしゃるのですか。まだ全然そう

いう状態には。

松崎 まだなっていないです。

小林 役所から来ている職員が、ある意味で課長な

り、もしくは係長なりをとりあえず占めていまして、

中途で採用された学生関係のノウハウを知ってお

られた方だけちょっと引き抜いたという部分もある

のですが、その人以外は大学新卒で採用して、

我々は人材を育てて役所に戻るという形を取ろう

と、これから思っています。

姉崎 人事異動は、その中では結構厳しいところがあ

りますよね。

光本 職員数もそんなに多くない大学ですから。

松崎 今、私たち私学の枠組みの中では、いろいろ

な協会というものがございまして、そちらの協会と

かでは、いかにアウトソーシングできるか、経費を

どれだけ効率的に使えるのかというような事を考え

て、検討している部会もございまして、アウトソーシ

ングを積極的に展開して直接人件費を削減して、

より経営の効率化を図ろうかという意見もいろいろ

出ているんですけれど、うちの場合は、養成が一

番課題だと思っています。大学の仕組みもそうな

んですけれど、私学の独特の仕組みとして、まず

共通に覚えていただかないといけないのは、学校

会計基準を知ったうえで仕事をしていただきた

い、というところです。それを熟知するのはなかな

か時間がかかるという気がしております。

姉崎 地方自治法が変わって、人材派遣の関係で、

自治体からの出向の場合に戻れなくなる場合が

出てまいりますよね。それは、これには適用されて

いない。

小林 まさにですね、その公益法人派遣法というもの

なんですが、今まで、役所の場合、自治体の場合

ですね、民間に派遣する場合に退職か、もしくは

休職か、もしくは職務を免除してやるか、というふう

な 4 通りくらいあるんですけれども、そんな中で、

私どもの場合、一応、市役所の公務に携わらなく

てもいいという形の許可を得て、実はこっちの方

に来ております。まあ、実際には職務命令で来て

いるのですけれども。

来年、各自治体が、退職したり休職したり、実際

なんかあったときに、例えば事故があったときに救

済できない、という事例なんかも出てきたりして、

やっぱりそういうところに派遣されている職員の不
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利益につながるという実態があったり、さらには、

「民間に市の税金なりを注ぎ込んで、民間の利益

を上げるようなところに派遣するのは何事だ」とい

うことで、住民訴訟が起きたりということで、そのた

めに今回、平成 12 年に法律はでき上がっていた

のですけれど、来年の 4 月から、我々市の職員

が、いわゆる民間、こういった大学も含めてですけ

れど、派遣する場合の法律上の枠組みができまし

た。

基本的には、派遣された所、派遣された先です

べて人件費を持つというのが基本的な部分です

ね。ただ、この私どもの大学が市の政策で非常に

密接なつながりがあるという場合には、市が人件

費を持っていいという但し書きの規定がありまし

て、私どもの場合、来年 4 月以降も基本的には市

の人件費をもって、こちらの方に派遣をするような

スタイルを取ってもらいたい、ということで、いま条

例制定のために、議会の方にそういった形でお願

いをする予定でいます。

私ども、民間の方に来ておりますけれども、役

所の方に、一応法律の方では長くても 3 年、原則

3 年ですけれど、最大で 5 年まで延長することが

できるということで、 3 年、もしくは 5 年後に役所に

戻っていく、そのときには、当然、役所に 5 年間い

たと同じ段階で復職できるというスタイルを取ると

いうのが法律の枠組みで、派遣された人間に不

利益がないような形で基本的には、派遣をしてい

こうという形になっています。

光本 それは、その派遣法に派遣の方法があると。

小林 はいそうです。

姉崎 実際、東京都の例だと少し働きにくくなってい

ることも。

小林 ありますね。

光本 いま派遣されている 12 人の方というのは、開設

当初、あるいは準備段階から携わっていた方が多

いのでしょうか。それとも半々くらい。

小林 はい、半々くらいですね。

光本 よく言われることですけれど、公立大学の欠陥

の一つは職員人事異動の激しさですよね。部局

間の移動で、まったく大学の人事の系統性が構

築されない。

小林 教授会や私どもの事務局の連絡会議をここで

やっているのですが、その中で出てきていることの

中に、私どもが基本的に 3 年で役所に戻ることが

あります。大学の業務のというのは専門的なもの

が求められますし、教員の、もしくは大学生からの

場合には当然、教員と TA という形でのスクラムを

組んでもらわなきゃなりませんし、そういった教育

研究環境をきちんと我々がやってあげなければな

らないという部分がありますので、ここにきてそのノ

ウハウを覚えるのは 3 年では無理なんです。だか

ら、やっぱりここにきたら、ちょっと極端な言い方で

すけれど、ここで骨を埋めるくらいの気持ちでここ

に来ないと、我々事務職はやっぱり先生方の片

腕になれないということなんで。

ただ、そうは言いながらもやっぱり、今回の法律

の枠組みは 3 年から最大 5 年までなんで、そうい

った意味では、私達自身考えているのは、やっぱ

り早いうちに、例えばそんなに優秀な他の方の大

学のですね、事務担当者で優秀な人材をたくさん

引っ張ってきてもですね、やっぱりそういった人方

に、きちっと受け渡しをしていかざるを得ない時期

が必ず来るだろうと思います。私ども、ここに来て

全然大学の経緯が分かりません。来て、 3 年でよ

うやくある意味で分かった時期に人事異動でいな

くなる。

光本 そうですね、また新たに。

小林 そのうち、また訳の分からない人が来てです

ね。

光本 またゼロのところからやっていかないといけな

い。

小林 ええ、だから、それはちょっとかわいそうだという

のがありますね。

姉崎 公務員の方は基本的にはゼネラリストが基本で

すよね。大学の職員はプロフェッショナルな専門

家でなければ務まらない。その間ですごくしんどく

やっている。

松崎 そうですね。

光本 山形にあります東北芸術工科大学に行ったこ

とがあるんですけれど、そこで実質的に音頭をと

っておられた方がですね、もう 10 年近く、開設準

備段階から携わっていらして、もうここで骨を埋め

るんだっておっしゃっていました。

小林 派遣法の中では本人の同意を得て派遣すると
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いうことになっているんですね。最大で 5 年です

けれど、多分法律の運用の中身から言うと、実際

に本人がそれが不利益でないと、戻らなくてもい

いと言うのであれば、後で、ここで長くやっぱりき

ちっと対応しないと駄目な部分というのが、実際の

法律の運用の中で出てくるんじゃないかと思うん

ですね。やっぱり大学は違うと思うんですよ。 3 年

ごとに人が変わる、分かってる人が来るならいい

んですけれど、大学の会計と地方自治体の会計

の仕事とはまったく違いますんで、そんな役所の

会計が分かっているからと言って、こっちの方で

使えるかというと全然使える仕事じゃありませんの

で。

近隣町村との関係

小林 それと、もう一点ですね、私どもの民間の寄付と

いうことで、約 13 億くらい寄付を頂きました。実際

には、周辺の自治体からも実は寄付金を頂いて

いるんです。この近辺ですと、早来町もそうです

し、厚真町もそうですし、由仁町、追分町からも厳

しい財政の中で、そういった寄付を実は頂いてお

ります。で、私ども、千歳市だけじゃなくてですね、

やっぱりこの近辺の自治体とのつながりというは、

これはうちの地区にもありますし、逆に早来町の場

合には、臨空工業団地というのがうちだけかと思

ったら、早来町にも実は臨空工業団地というのが

ありましてね、そういった意味では非常にここの発

展に期待を寄せている部分がある。そういった寄

付を頂いた部分もさることながら、寄付を頂かなく

ても、やはり近隣の市町村とのスクラムの部分、絶

対的に大学、やはり私どもの大学には必要だろう

と思うんですよね。

光本 そういう近隣市町村との関係という意味では、

函館や釧路の公立大学と似たようなところがある

わけですね。

小林 はい。はこだて未来の場合には、あそこの運営

費の約 100 に近いくらい函館がほとんど持ってい

ますけれど。

光本 90 数パーセントが函館市ですよね。

小林 ええ、でも実際に他の市町村、函館以外はそ

んなに財政力がありませんから。それでもある程

度負担金を出してやっぱり大学とのつながりを持

ちたい、という部分があります。そういった意味で

はうちの大学はまったく同じですね。

光本 苫小牧とか恵庭はすでに大学があって、という

お話だったんですけれど、道央テクノポリスという

のは、その 3 市を含んで展開されていますよね。

そうしますと、その 3 市の足並みがどうなのか、と

いう気もちょっとしてるんですけれど、どうなんでし

ょうか。

小林 実は道央テクノポリスも、地方拠点の場合もで

すね、例えば恵庭は恵庭、千歳は千歳、苫小牧

は苫小牧、白老もありますし、この近辺だと、早来

も追分けも入ってそういった計画をつくっているん

ですけれども各々、持ち分があるんですね。で、

私どもの場合は、空港を核としたいわゆる基盤整

備、恵庭の場合には例えば、テクノパークなんか

が、恵み野の近くにありますけれども、あれを核に

した、そういった地域の基盤整備。苫小牧の場合

には苫東、もしくは港湾を中心とする。いま駒沢大

学がありました、ああいった部分、白老の場合は

白老で、また違った街づくりということで、各々持

ち分が実はあるんです。

光本 じゃあ、独自にその基盤整備なり事業展開しな

がら。

小林 それで、全体的につながりがもてるというやり方

なんですね。だから、恵庭の場合、私どもの方が

やる前に、恵庭自体の、例えばテクノパークなり、

そういった部分の整備をしっかりやらないと、全然

全体的に整合のとれた、その地域指定の進み具

合がとれませんから、なかなか他の自治体のとこ

ろまではやっていただいてない。まず、そこの部

分を育てて、育てた上で連携をとっていこうという

部分が強いのではないかと思うんです。

民間TA・インターシップ・VB

佐藤 教育の方についておうかがいしたいのですけ

れど、こちら TA にですね、企業の方からアシスタ

ントに来られているようなんですが、それに関し

て、何か学生側の方にメリットとか反応とかはあり

ますか。

小林 うちの大学はまだ大学院がありません。ただ、
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ご存じかと思いますけれど、来年の 4 月に一応マ

スターコースを起ち上げる予定で、既に認可申請

出しておりまして、早ければ、来月の 20 日頃に認

可が下りると思います。認可が下りれば大学院が

できるという形で、その段階で実は大学院生に

TA をお願いしていこうというもくろみがあるのです

けれども。ただ、私どもの場合、教育研究という部

分でいうと、どうしてもまだ、そういった枠の中での

部分が強いです。ところが、民間の研究者が来る

と、実際に民間の場合、実用化に向けた部分で

の研究をやられているという部分では、生の、実

益につながっていく研究が、ある意味で私どもの

教育の中で学生方に教えることができる部分での

メリットはあるのじゃないかと思いますね。

佐藤 将来的には、隣りにエプソンさんが入ったとき

には、そちらから TA に来ていただくという構想は

ありますか。

松崎 あると思います。

小林 今、私どもの場合、例えば民間で来ていただい

ているのは、うちの市内でいうと北ガスさんなんか

の所長さんです。実は、博士号を持っておられま

す。その方も私どものほうに来ていただいていた

り、そういった形で一応、先生の研究、なおかつそ

れが民間の研究開発、実際にそれが製品化する

という部分でどういうふうにつながっているのかと

いう部分なんかも含めて、実際の実験の合間合間

にそういったことを話しながら、今やっていること

は、こういうことにつながるんだよ、という部分でメリ

ットがあるのではないかと思います。

松崎 実際に学生さんの方から見てみたら、そのほか

にどういうところがあるのかというと、例えば、実際

に企業さんではこういう考え方で実用化を進めて

いますよ、という確実に生の声が聞こえるはずな

んです。というのも、そういった中で自分の将来を

どういうふうに展開していこうかというところに結び

つくでしょうし、ちょっと出ていますけれど、インタ

ーンシップですね、企業 TA を引き受けていただ

いている企業のところにも当然、インターンシップ

にも行って活動もしてますし、理工科系の大学で

したらどうしてもこの他にも受託研究というものがご

ざいまして、企業さんが、こういったことをちょっと

調べて研究してくれないか、ということで、大学の

先生に依頼をするんですね。それを学校法人とし

て会計上受けて、研究成果を返すという部分もあ

りますので、難しいんですけれどね、恐らく学生さ

んと企業さんと大学と、利害関係が一致している

のではないかな、という、そこから成立する部分は

あるのじゃないかな、という部分はございます。当

然そこで知り合ったら、今度会社訪問させてくださ

い、という話もあるでしょうし。

光本 やっぱり OB がいないですから、伝統ある大学

なら OB が果たしているような機能にも課題がある

という面がありますね。逆にベンチャーを起こした

いという学生もいるんですか。

松崎 いますね。

光本 見込みはどうでしょうか。

松崎 実際、先ほど課長からも説明があったのですけ

れど、教員だけで起ち上げているベンチャーが、

私の知る範囲では 3 社ございまして、それからあ

と、学生が起ち上げているベンチャーが私の知る

範囲で 2 社ですね。そのうちの 1 社については

札幌圏のいろいろいろいろな大学の方の複数の

集合体でつくられているベンチャーだとお聞きし

ています。ですから、北海道大学さんの学生も入

っていたり、情報大の学生さんが入っていたりとい

うふうに聞いておりますね。それは札幌の豊平区

で展開しているということらしいですね。

地域イントラネット

佐藤 先ほどこちらの PWC の方でもお聞きしたので

すけれど、こちらで地域イントラネットを LAN で、

光ファイバーでつないだということなんですが、そ

このホストサーバはこちらの千歳科技大の方にあ

るんですか。

松崎 ホストは市の方にあります。

佐藤 大学間の場合、北大にホストという話が多いの

で、独自で持っているのかなと。

松崎 当然、独自でも持っているんですよね。ちょう

ど、あちらにサーバ室がございまして、先生方、こ

の他にマルチメディア・パイロットタウンというような

旧郵政省の外郭団体で TAO っていう通信放送

機構というのがあるんですけれど、ここの機構から

認可いただいたものとか、いろんなサーバが入っ
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ているところがあって、今回、総務省から認可をい

ただいたイントラネットに関しては、主体が千歳市

なんですね。ですから、千歳市に当然サーバを置

いて、そのイントラネットの一部のサーバは、確か

に大学にもあります。一部ですけれど。

佐藤 そちらの方のサーバの実習みたいな形で、学

生が触れることはできるのですか。

松崎 学生が実際に触れることができるのは、例えば

市内の情報とか、そういった事に触れることはでき

ますね。例えば、今、そのイントラネットで何をやろ

うかというソフトづくり、というんですか、そういった

ものも当然、市の方からうちの大学に委託が来る

んです。これだけの委託費を渡すから、こういった

ものをつくってくれ、という委託が来たりして、学生

さんは実際にそれを研究室で先生の作業を見な

がら、お手伝いをしながらそれをやられているみ

たいで、肌に触れることも当然できるのですが、実

体験としては、つくり上げているっていう感覚も研

究室によってはあるんじゃないかと思います。情

報系の研究室では特にそうですね。実際に、先ほ

どから申し上げている通信放送機構というところか

ら 10 億だったかいただいてきたのはですね、い

わゆる電子図書館というのを確立してまして、市

立図書館にある情報と図書を全部スキャナで読

み込んで、電子上でここの大学から見えるように、

また、市立図書館からもここの大学の情報センタ

ーの蔵書の部分を画像で見れるような形というよう

なことを市と大学とで構築している部分がございま

す。

小林 もともと専用線を持ってたんです、図書館と私

どものほうのこの大学に。私ども、どちらかというと

専門書が多い。学生のニーズの中には、一般的

な書物を置いてほしいというのがあります。ちょっ

とうちの大学でそれは、というときには、図書館の

蔵書を検索して、職員が週に何回か行ったり来た

りしてですね、こちらの方に欲しいやつを届けても

らい、見ることができる。あと、読み終わったら、置

いておけば自動的に向こうの方に返せる。そうい

った意味で経費的な節減の部分が大学としてはメ

リットがある。あと、うち、北大さんとの間に専用線

が確か設けています。

松崎 基幹で SINET につなげさせていただいてい

る。あと、例えばうちのですね、外光技術の方で、

風景が専用線を通して市立図書館の視聴覚教室

に流されるというわけですね、映像も。図書館の

視聴覚教室で大学でこういったものをやっている

よ、というようなことをパソコンで見ることができるの

で、そういった面でも関わりが出てきます。聞くとこ

ろによると、市立図書館でうちの学生さんがアル

バイトか何かで、これはこういうふうに使ってくださ

いというふうに指導したり、いろいろしたりしている

わけです。市民に対して。ただ、研究室でいうと情

報系で限られますけれど、情報系の研究室の学

生さんが一緒につくり上げているというイメージの

方が強いのかな、と感じます。

小林 基本的にイントラネットの整備は市の事業で

す。ですから、基本的には市がホストコンピュータ

を持っていて、私ども、それらを頂いてやることは

可能だということです。

松崎 サーバが公共的な機関にほとんど設置されて

いるんですけれど、例えば、大学だけじゃなく、小

学校に置かれたり、中学校に置かれたり、あとは

文化センターという公共的な施設に置かれたりと、

いろいろ点在しているんですね、そことイントラで

つないで行政情報とサービスを展開していこうと

いうふうにやっています。当然、大学も公共機関と

して位置づけていただいて、サーバがあるという

形になっています。

小林 今回イントラネットの整備が 1.5 ギガかな。いま

言った、市内の小中学校、公共施設、全部で確

か 120 ～ 130 あるはずなんですよ。それで、イント

ラネットで基本的に全部つながってしまう。

松崎 もう一つだけお話しさせていただくと、うちの

今、イントラネットに深く関わっている先生がです

ね、市内の小中学校の数学系の先生を全部集め

まして、電子教材というものを作成にかかっていま

す。一部の高校さんにもご協力を頂きながらやっ

ているらしいんですが、先生がいなくても、教科書

がなくても Web 上で、ネット上で教材をつくれな

いかという展開をしていまして、それをどこから積

み上げていくのかというのは、もっと底辺の小学生

レベルからでもいいし、中学生レベルからでもい

いし、その辺を下から積み上げていってもいいし、

大学教育にどうやって反映したらいいのか、という
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とりくみをされている先生もいます。

姉崎 それは文部科学省が進めている IT 講習だとか

そういうものと連動してると。

松崎 それは直接は連動してないですね。

小林 “国際 TEC ”という科学技術庁系の補助金で、

自分の研究費を一種の科研費みたいな形でもら

って、そういったことをやってみようと。面白いの

は、市内の教育者関係の会合なんかで、どうも大

学の方で最近来る学生がどうも最近理数系が弱

いと。どうも高校の授業のやり方が悪いんじゃない

かと。ただ、高校の先生は中学校の教え方が悪い

んだと。最後に聞くと、幼稚園からの教育が悪い

んじゃないかという、ちょっと変な話があります。

それで、実際数学だとかなんかに起こし味を持

たせるために、単に黒板に書いてやるんじゃなく、

アニメ風な、もしくは動きのあるもので、自分で答

えを出したときに「当たり」ってやってやると、何と

なく自分で分かったのかなって、そんな子どもの

心理を利用しながら、そういった学習ドリルみたい

なソフトをつくってやったらどうだろうかと考えてま

す。それを一部つくって、実際にやっている小学

校もあるんです。それをもうちょっと、今回のイント

ラネットでどこの学校でも活用できる、いろんな形

のようなものでやっていこうと、もうちょっと積み上

げしてやりたいと。

松崎 行政のサービス情報とかいろいろありますけれ

ども、今回のイントラネットでは電子教材の一つの

ソフトがネットで展開されているんですね。

光本 大学ができたことによって、文化的な面ですと

か精神的な面で、市なり地域住民から評価されて

いることですとか、要望、そういった事がおありでし

たら教えていただきたいのですが。

小林 まだそういった部分での評価を頂くだけの活動

が充分でないっていうのもあると思うんですけれ

ど、一つにはやはり市民がまだ、どちらかとうと光

というものが、まだイメージ的に市民に浸透してい

ない。どちらかというと光情報系の部分で IT が成

功していて、なんかうちの大学って情報系の大学

じゃないかなって。

実際には違うんですね。先ほど言った、いろん

な分野に光は応用されるという部分で言うと、バイ

オから、医療から、環境から、いろんなところに活

用されるための研究を実際に先生方やってます

んで、私ども、いま市民に対して、光というものが

単に IT だけではなくて、もっと活用の範囲が広い

んだよ、ということを、実は今年の 1 月から 3 月に

かけて 5 回シリーズで市民公開講座をやりまし

た。少し、市民公開講座みたいな形で、講演会だ

とかですね、そういったのを少しやって、市民に、

これからの世の中がどう変わっていくのかというよ

うなものを、大学を通して PR をしていきたいで

す。

それと、行政的にはある程度、うちの大学に対

する評価をしてくれてると思うんです。というのは、

先ほど言いましたように、大体、行政というのはい

ろんな審議会だとか委員会というのをたくさん持っ

ています。その中で今までどちらかというと、北大

の先生に、実は座長をお願いしていたケースが多

いのですけれど、うちの大学ができて、うちの大学

からもそういった委員会に参画する先生方が、だ

いぶ声をかけていただいて出ていく、行政的には

そういった部分での評価があると思います。

あるいはこれから、先ほど光本さんも言われまし

たように、市民的な、もしくは議会的な部分に見る

目ということでは、やはり、この大学ができて経済

波及効果というのは、企業が来ないと市民は納得

しない。総額で 70 億、 80 億のお金を投入して

て、単に教育研究だけでは納得しない部分があり

ます。今回、エプソンさんが来られて、ここの工事

だけで 500 億とも言われてますので、それが地元

との関連、いわゆる経済の部分で言うと、相当な

波及効果がありますし、市から見ても、ここから上

がってくる固定資産税なり、償却資産税というの

は、相当、何億という金が上がってきますから、そ

ういった部分でのメリットは確実にある。

こういったことがある程度積み重なってきて、初

めてうちの大学があるからこういったものが来て

て、それが市民に還元されているという部分がどう

しても、まだ見えていない部分があるのかな、とい

う感じはします。

姉崎 ちょっと気になったのが、昨年ちょっと定員割れ

をしたという。それはどういう原因なのかということ

と、それから、多分本州に行くと盛んに高校生説

明会だとか、いろんな入試の多様化とかなってま
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すけど、そういう点で、入試なんかの多様化はど

のようにやられているのかと、それをちょっとお聞

きしたいのですが。

小林 私の段階と、松崎の段階の 2 つで話をさせても

らいます。

やっぱり北大さんの場合、北海道の最高学府。

はっきり言って、だいたい学生が北大志向である

んだと思うんです。うちの場合、正直言って北大さ

んのレベルを狙いたいというのが、ここの千歳に

設立した際の一つの願望だったんですね。

ですから、理工系の場合、基礎学力の分でいう

と、やっぱり数学でいう微分積分の世界から、光

の学問というのは、ちょっと通常の数学ではとけな

い方程式の中で動いていきますんで、化学、物

理、数学というのは、これは基本的な学力なんで

すね。それで、ある程度、足切りをしないと、私学

の経営からいうとできなくても学生が入って金を納

めてくれればいいという話にならないんです。

やっぱり、親の負担もありますよね。いざ、大学

に入りました。結果的についていけない、で辞め

ていく。親の負担だけさせっぱなしというわけには

いかない。というのが今の現実なんですけれど、

去年までの段階でいうと、ある程度いい学生さん

が受験してくれたと。やっぱりうちの学力のレベル

からいうと、この程度じゃないとついていけないじ

ゃないかと。その結果、ある程度の数を合格で出

したんだけれど、結果的には国立なり何なりに流

れて行っちゃったというのが去年です。その前の

年まではよかったんですけれどね。初年度と 2 年

度は割と学生さんが集まっていただいたんですけ

れど、去年の場合は、ちょっとプライドを捨てれば

学生を確保できたと思うんですけれど、ちょっとそ

の辺がうまくいかなかった。

松崎 その辺が教員と私達事務方とはかなり考え方

がなかなか違っていた。学力を落としたくないと、

いう部分があって、先生方にはですね。このある

程度は数学的な解析とかする先生方もぞろぞろ

いますんで。このラインまで落としたら、ここまでし

か見込めないだろうということが分かっていても、

学力を落としたくないと。当然、入ってから 4 年間

ついてくる基礎学力というものが自ずとあるので、

やらなくちゃならないということで、平成 12 年は持

ちこたえた。

小林 私ども、センター入試を入れたのも去年なんで

すよね。それまでは一般学力入試だけだったんで

すよ。センター入試に参入させていただいて、あ

る程度全国的に名前が売れてくるようになりました

し、今年の場合には、ほぼ定数確保できたんです

けれど、やはり、授業料なりなんなりがちょっと高

いと。今、こういった経済状況で、お父さんお母さ

ん方がリストラなり、給料が下がってしまう状況で、

百数十万の大学に来るかというと、やっぱり、国立

志向にならざるを得ない。ですから、うちの大学で

なければ学べないもの、魅力というもの、逆に言え

ば北大さんにないものをうちの大学で、色を出し

ていかなければ、うちの大学に来たいというカラー

をつくっていくことが大事なんだと思いますし、そ

れと、いざ入って、ついていけないという学生達に

対して、どういうふうなフォローをしていくのか、こ

れもうちのこれからの、一つの課題だと思うんです

よね。

松崎 ですから、文部科学省さんからある程度理解し

ていただいて、これはいいことだね、と言っていた

だけるような方向を決めることですかね。

光本 そうですね、今は自然科学系のところはどこで

もやっていますよね。では、よろしいでしょうか。本

当に長い時間どうもありがとうございました。

小林 私ども、大学の職員と言うより、市の職員だった

ものですから、大学のカラーがちょっと出し切れて

いないという部分があったと思うのですが、ただ、

各自治体、街づくり、ある意味で大学も一つの街

づくり、というとらえ方をしてですね、そういった意

味ではどこの自治体も高等教育機関を自分のとこ

ろにつくって、いろんな産業なり、町の活性化に

繋げていきたいと思っていると思うんですけれど、

そういった意味では、これからどうなるかは分かり

ませんけれど、一つのいい例にしていきたいと思

っています。

以上


